
福祉文教委員会

委員長 花 井 守 行

12月10日に開催しました福祉文

教委員会に付託されました案件

は、議案３件、陳情３件でした。

◇主な審査内容

◎第50号議案

障害福祉サービス、就労定着支

援では、利用者数等について質疑

があり、「一般企業等への就労に

伴う環境変化による生活面の課題

に対応できるよう、訪問や来所に

より必要な支援を行うもので、平

成30年度から始まったサービスで

ある。昨年度の利用者は３人だっ

たが、今年度10月末時点では７人

の方が利用している」との答弁で

した。また、障害者自立支援医療

給付事業について自立支援医療給

付費636万円の増額の理由につい

て質疑があり「更生医療、主に人

工透析に係る給付の増額を見込む

もので、８月から生活保護受給者

２人が開始、100％公費負担とな

り、医療機関により多少の違いは

あるが、ひと月あたり平均で55万

円程度となる」との答弁でした。

◎陳情第18号

委員会審査の前に福祉文教委員

会協議会を開催し、陳情者から、

「サラリーマンの加入する協会健

保や組合健保に比べて、加入者の

所得が低い一方、所得に占める保

険料負担の割合が高く、保険税を

払いたくても払えないという状況

が多数生じている」などの趣旨説

明がありました。協議会終了後の

委員会審査において、議員間討議

が行われ、「今は財政上厳しく、

引き下げは必要ない」などの意見

がありました。

◇審査結果

第50号、第51号、第52号議案は

全員賛成、陳情第15号、第16号の

２、第18号は賛成なしで不採択と

しました。

都市環境委員会

委員長 松 原 た か し

12月11日に開催しました都市環

境委員会に付託されました案件

は、議案７件、陳情１件でした。

◇主な審査内容

◎第50号議案

三郷駅周辺まちづくり事業につ

いて、検討業務の委託業者につい

て質疑があり、「現在、携わって

いる委託業者の専門的な支援のみ

ではなく、事例調査のほか、デベ

ロッパーから幅広くヒアリングを

実施し、偏りのない計画策定に努

めていく」との答弁でした。ま

た、繰越明許費補正の大森池整備

事業について、スキーム（段階的

な計画）に関する質疑があり、

「前年度から愛知県が実施してい

る耐震工事の工事費が増額し、市

の負担金も今回、増額補正してい

る。この工事の工期が今年度末と

なることが判明したことから、県

の工事で排出する土を使用する本

市の環境整備工事の年度内の完了

が困難になり、環境整備工事に係

る事業費２千万円を繰越明許費と

し、令和２年度中の完成を見込ん

でいる」との答弁でした。

◎陳情第17号

都市環境委員会協議会におい

て、陳情者から、趣旨説明があ

り、その後の委員会審査におい

て、議員間討議が行われ、「陳情

事項は以前から議会においても協

議されているところであり、各陳

情事項については、本市の財政状

況など、事項の変化をもって実現

すべきものとして、陳情第17号に

ついては趣旨採択にしてはどう

か」という意見があり、趣旨採択

について諮ったところ、陳情第17

号については趣旨採択とすること

になりました。

◇審査結果

第50号、第53号、第54号、第55

号、第56号、第57号、第58号議案

は全員賛成、陳情第17号は趣旨採

択となりました。

総 務 委 員 会

委員長 芦 原 美 佳 子

12月12日に開催しました総務委

員会に付託されました案件は、議

案２件、陳情１件でした。

◇主な審査内容

◎第50号議案

市役所庁舎維持管理事業の光熱

水費の増加について質疑があり、

「庁舎の電気の契約は、スマート

契約・実量制という契約で、過去

１年間で最も多く電気を使用した

時の使用量を基に、基本料金が決

定する契約内容になっている。本

年度については、７月・８月の

ピーク時の電気使用量が想定を超

えており、基本料金が上がったた

め、当初の見込みより光熱水費が

不足した」との答弁でした。

また、参議院議員選挙事務・選

挙事務委託料の委託内容について

質疑があり「期日前投票所や各投

尾張旭市議会だより令和２年２月15日⑫

委員会の活動状況委員会の活動状況



票所における受付などの事務、開

票会場の設営撤去、開票事務のう

ち投票用紙の仕分け点検の３つの

選挙事務に従事していただく方を

人材派遣会社から派遣していただ

いている」との答弁でした。

◎第59号議案

住居手当の変更による支給対象

職員や市の歳出への影響につい

て、質疑があり、「家賃額の下限

の引き上げにより影響を受ける職

員はいないが、手当控除額の改正

により手当額が減額となる職員は

43名、増額となる職員は60名と見

込んでいる。手当の年間差額は20

万円程度減額となる見込みであ

る」との答弁でした。

◇審査結果

第50号議案は全員賛成、第59号

議案は賛成多数により可決しまし

た。

陳情第16号の１は、賛成少数で

不採択としました。

尾張旭市議会だより 令和２年２月15日 ⑬

請願・陳情について

市政などについての意見や要望があるときは、どなたでも請願書・陳情書を市議会に提出すること

ができます。請願は、市議会議員１人以上の紹介が必要となりますが、陳情は必要ありません。

●提出期限（３月定例会審議）

３月定例会で審議される請願又は陳情の提出期限は、２月18日（火）の正午までです。

提出期限以降に出された請願又は陳情書は、次の定例会で審議されます。

●趣旨説明制度

・提出者の希望により、請願・陳情の趣旨説明を行うことができます。

・説明時間は１件につき５分以内で、出席できる人数は１件につき２人までです。

・趣旨説明を行っていただいたのち、委員から質問があった場合には答えていただきます。

・請願・陳情の受付時に、趣旨説明制度の希望の有無をお聞きします。

詳細については、議会事務局までお問い合わせください。

10日（火） 本会議（一般質問）

13日（金） 福祉文教委員会

16日（月） 都市環境委員会

17日（火） 総務委員会

23日（月） 議会運営委員会

24日（火） 本会議（最終日：採決）

２月18日（火） 請願、陳情の受付締切（正午まで）

19日（水） 議会運営委員会

28日（金） 議会運営委員会

３月２日（月） 本会議（初日：議案の上程、説明）

６日（金） 本会議（一般質問）

９日（月） 本会議（一般質問）

★３月定例会の日程（予定）

※本会議・委員会は午前９時30分から始まります。

台風災害への義援金
令和元年台風19号の被災地域を支援するため、尾張旭市議会議員互助会は、11月21日に全国市議会議

長会を通じて義援金100,000円を送りました。
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